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エディンバラから鉄道でさら
に北へ三時間半'インヴァネスに着く｡インヴァネスとは｢ネス川河口｣の意味｡ネス川の源にあるの喝灘の伝説のモンスター､ネッシーが生息するとうわさの'ネス湖であるo

ネッシー目撃の記録は六世紀
に姶篭る｡以来､現代に至るまで眉讐偽者嘗れず､今世紀衝撃藍響鼻で世霞琴りれるところとなった｡しかし､1九九四年には｢あの写真は､おもちゃの潜益にゴムのあひるのマスクをかぶせて凍ったトウック写真でした｣と関係者害し毒界中を白ばさせ

出たのは､純粋にハイランド地方の起伏の豊かな湖岸の風景を楽しむためであった｡ところが､ア｣カ1小城の廃城(はいきょ.)か見えて凄たあたりで様子が怪しくなったのである｡
-軌跡エンジンが止まった.時

刻は年後四時1いつのまにかガイドが後ろにいて､雷ひそめ

ンスター等頻繁に田苦れているの感､まさにこの時間､この場所なのです｡しかも､モンスターを呼ぶかのようなこの風の音oひょやとしたら今田'彼女は聾だ蕗を現すかもしれません｣
属が強くなり､嚢の満都が速

まる｡水面に映る地層釆る｡さっきまで｢ネッシーなんてねえ｣とせせら笑っていた同

予の用意をしっつ､救余呉のそばに近づいたりする｡嚢が出てきた9水面がざわめくたび､心液の怒動が速まる｡
張りつめた沈黙ギ五分経過｡｢ああ､幸か不幸か､今日は

出会えなかったようです-⊥というガイドの声に､我に返る｡一同､大きなため息をつく｡

上陸してネス湖モンスター展
示館へ.ネッシー探虫をめぐる配線の政府が苛熟象れているは

葉音十人ばかり､ひきつり始める｡

'おみやげショップではTシ

いまだネッシーが｢

にクッキー､ありと
./.萱ゆるネッシ｣

-･グッズが販売されている｡

ああ､現地の人々にはでっち
あ盗蚤もどこ吹く風なのだ｡ネッシーはこの地方のビジネス

聾憲｢なおしっ

▼　1

するコートに'ケープつき抽(そで)無しコートがある.その令もずばり｢インヴァネス｣というこのコートをトレードマークとして着たのは､謎(なぞ)に挑島野だ男､シSIロック･ホトムズである｡(服飾史家)


